




 

〔目的〕 

 筋ジス症に於ける自律神経学的病態を循環動態・自律神経薬剤反応性・カテ

コラミン代謝等の面から分析し、相互の関連の機序を把握し、これによって対

症的治療方法の改善のよりどころを確認し、又更に筋ジス症の本態の解明に資

する。 


